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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 45

沖縄県の動きをチェック！

新
石
垣
空
港
建
設
に
向
け
て

「美ら島沖縄」2006.2「美ら島沖縄」2006.2

十
二　

月

一　

月

平成17年12月1日現在推計

人口

世帯

沖縄の人口
世帯の動き 国

連
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

第
七
回
沖
縄
セ
ッ
シ
ョ
ン

米
軍
再
編
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
五
ア
ジ
ア・ジ
ャ
パ
ン
沖
縄

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ・ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
彰
式

表
敬　
関
西
泡
盛
同
好
会　
会
長　
吉
本
晴
彦
氏

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
移
住
教
材
贈
呈
式

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
所
長　
新
井
博
之
氏

表
敬　
北
谷
町
長　
野
国
昌
春
氏

表
敬　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
代
表　
大
仲
良
一
氏

　
　
　
医
師　
渡
久
地
宏
文
氏

第
二
回
沖
縄
県
国
民
保
護
協
議
会

第
七
回
一
三
○
万
県
民「
平
和
の
光
」

い
と
ま
ん
ピ
ー
ス
フ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

表
敬　
石
垣
市
長　
大
濱
長
照
氏

世
界
へ
翔
け
！
宮
里
藍
選
手
激
励
会

表
敬　
自
民
党
沖
縄
振
興
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
山
崎
拓
氏

平
成
十
七
年
沖
縄
次
世
代
委
員
会

提
言
書
手
交

美
ら
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

表
敬　
オ
リ
ッ
ク
ス・コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
株
）代
表
取
締
役　
福
島
晃
氏

表
敬　
北
海
道
豆
記
者
団

知
事
年
頭
あ
い
さ
つ

教
育
委
員
会
委
員
辞
令
交
付
式

二
〇
〇
六
年
沖
縄
観
光
新
春
の
集
い

表
敬　
フ
ジ
テ
レ
ビ
大
多
亮
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
宮
本
理
江
子
監
督
ほ
か

表
敬　
カ
ル
ビ
ー（
株
）

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長　
中
田
康
雄
氏

う
る
ま
市
消
防
出
初
め
式

第
十
一
回
大
琉
球・ま
つ
り
王
国

現
代
組
踊
絵
巻「
大
琉
球
浪
漫
」（
八
日
ま
で
）

表
敬　
衆
議
院　

　
　
　
沖
縄・北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

視
察

県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー・こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど

表
敬　
地
方
財
政
審
議
会
委
員

表
敬　
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
金
子
泰
之
氏

表
敬　
参
議
院

　
　
　
沖
縄・北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

表
敬　
衆
議
院
外
務
委
員
会

平
成
十
八
年
沖
縄
県
警
察
年
頭
視
閲
式

面
談　
国
土
交
通
省　
官
房
審
議
官　
辻
原
俊
博
氏

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

　

〃　

　

〃　

二
十
一
日

二
十
二
日

二
十
三
日

二
十
六
日

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃　

二
十
七
日

二
十
八
日

四

日

　

〃　

　

〃　

五

日

六

日

　

〃　

七

日

十

日

　

〃　

十
一
日

　

〃　

　

〃　

　

〃　

十
三
日

　

〃　

2612

北
海
道
の
豆
記
者
団
が
沖
縄
を
取
材

28
12

5
1

政府の説明不足を指摘

空港設置が認められ、喜びの表情の大濱市長（左）

（写真左から）　宮本理江子監督、稲嶺知事、大多亮プロデューサー

映
画「
チ
ェ
ケ
ラ
ッ
チ
ョ　
」

制
作
ス
タ
ー
ト

！！

「
沿
岸
部
へ
の
移
設
は
困
難
」

11
1

※前月比855人増
136万8,902人

※前月比733世帯増
50万141世帯

　

十
二
月
二
十
六
日
、
新
石
垣

空
港
の
設
置
が
国
土
交
通
省
か

ら
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

石
垣
市
の
大
濱
長
照
市
長
が
、

稲
嶺
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

新
石
垣
空
港
は
航
空
需
要
の

増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
計

画
さ
れ
、
お
よ
そ
三
十
年
を
経

て
、
十
二
月
十
九
日
、
飛
行
場

の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

　

表
敬
の
中
で
、
大
濱
市
長
は

「
八
重
山
郡
民
の
長
年
の
夢
が

か
な
っ
た
。
空
港
と
い
う
釣
り

道
具
が
手
に
入
っ
た
の
で
、
今

後
は
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
大

き
な
魚
を
釣
り
た
い
」
と
、
抱

負
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
稲
嶺
知
事

は
「
八
重
山
の
人
が
一
つ
に
ま

と
ま
っ
た
こ
と
が
重
要
。
空
港

が
完
成
し
た
ら
地
域
や
経
済
も

大
き
く
変
わ
る
と
思
う
」
と
期

待
を
述
べ
た
。

　

一
月
五
日
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
大
多

亮
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
宮
本
理
江
子

監
督
ら
が
、
映
画
「
チ
ェ
ケ
ラ
ッ
チ
ョ

　

」の
制
作
報
告
の
た
め
、県
庁
で
稲

嶺
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
沖
縄
出
身
の
人
気

バ
ン
ド
、オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
の
楽
曲
を

題
材
に
、
恋
や
進
路
に
悩
む
沖
縄
の

高
校
生
た
ち
が
音
楽
を
通
し
て
自

分
を
確
立
し
て
い
く
姿
を
描
く
も
の

で
、出
演
は
、市
原
隼
人
さ
ん
、井
上

真
央
さ
ん
ら
。

　

一
月
七
日
か
ら
二
月
二
十
日
ご
ろ

ま
で
本
部
町
や
南
城
市
な
ど
で
撮

影
し
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
全
国
公
開
。

　

大
多
氏
が
「
多
く
の
学
生
が
見
る

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
作
品
に
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
と
、
稲
嶺
知
事
は

「
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
映
画
は
、
観

光
に
も
い
い
影
響
が
あ
る
の
で
、で
き

る
だ
け
協
力
し
た
い
」と
述
べ
た
。

！！

衆
議
院
外
務
委
員
会
と
の
意
見
交
換
で

　

十
二
月
二
十
八
日
、
異
な
る
地
域
の
自

然
や
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
学
ぼ

う
と
北
海
道
（
函
館
）
の
小
学
生
十
四
名

が
、取
材
の
た
め
県
庁
を
訪
れ
た
。

　
「
沖
縄
の
お
墓
が
大
き
い
の
は
ど
う
し
て

で
す
か
」「
沖
縄
に
は
子
供
が
多
い
の
で
す

が
、
何
か
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
か
」と

い
っ
た
質
問
に
、

稲
嶺
知
事
、
仲
宗

根
教
育
長
が
笑

顔
で
答
え
た
。

　

一
行
は
、
翌
二

十
九
日
、
沖
縄
の

小
学
生
十
名
と

「
沖
縄
・
函
館
豆
記
者
団
」を
結
成
し
、
南

部
戦
跡
を
中
心
に
、
首
里
城
や
玉
泉
洞
な

ど
を
取
材
し
た
。

　

豆
記
者
の
交
流
は
、
昭
和
三
十
七
年
か

ら
続
い
て
お
り
、
沖
縄
か
ら
は
、
昨
年
の
七

月
に
、
四
十
名
の
豆
記
者
た
ち
が
皇
居
や

首
相
官
邸
、
北
方
領
土
資
料
館
な
ど
を
訪

問
し
て
い
る
。
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12月・1月の動き

　

一
月
十
一
日
、
衆
議
院
外
務
委
員
会（
原
田

義
昭
委
員
長
）の
メ
ン
バ
ー
十
二
人
が
、
県
庁

を
訪
れ
、
稲
嶺
知
事
ら
県
三
役
と
意
見
交
換

し
た
。

　

こ
の
中
で
、
稲
嶺
知
事
は「
地
元
自
治
体
が

全
て
反
対
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
了
解
な

し
で
進
め
る
こ
と
は
非
常
に
多
く
の
問
題
が

あ
る
」と
述
べ
、普
天
間
飛
行
場
の
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
へ
の
移
設
は
、
困
難
で
あ
る

と
の
見
解
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
。

　

意
見
交
換
後
の
記
者
会
見
で
、
原
田
委
員

長
は
「
県
の
説
明
で
問
題
の
難
し
さ
を
再
認

識
す
る
と
同
時
に
、
国
側
の
説
明
不
足
を
感

じ
た
。国
、県
に
も
努
力
し
て
も
ら
い
、お
互
い

了
解
で
き
る
案
に
た
ど
り
着
け
な
い
か
と
思

う
」と
述
べ
た
。

　

そ
の
他
、一
月
十
日
に
、
衆
議
院
沖
縄
・
北

方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
、一
月
十
一

日
に
、
参
議
院

沖
縄
・
北
方
問

題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
県
庁

を
訪
れ
、
県
三

役
ら
と
意
見
交

換
し
た
。


